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【経歴】

１９７４年４大正海上火災保険株式会社(現三井住友海上火災保険株式会社)に入社、システム
企画、損保商品開発、代理店営業推進、経営企画、生保事業立上げ、生保会社損保提携等を経
て、１９９８年三井みらい生命（現MSA生命）に出向、生保商品開発部⾧、システム部⾧、コ
ンプライアンス・リスク管理等部⾧等のスタッフ部門責任者を歴任。
２００６年より株式会社プロシードに移り、ＩＴサービス事業、コールセンタ向けＣＯＰＣ事
業部門⾧を経て、組織土壌改革等のコンサルタント業務やPMコンサルティング、研修講師を務
める。

2017年9月プロシード退職し、PMアソシエイツ、ヒューマンズネット等で研修講師を務める他、
システムコストマネジメント顧問、トムソンネットで保険関係の講師を務める。

２００６年よりPMI日本支部理事を務め、広報・宣伝担当、ミッション委員会担当、企画委員
会担当を務め2020年1月よりPMI日本支部会長、2022年4月より監事。

PMOGAアンバサダー

PMOグローバルアライアンスアワード審査員

【資格】

PMI-PMP (Project Management Professional)、ITIL Foundation V3、他FP、金融内部監査士
他金融関係資格保有

著作：日本能率協会マネジメントセンター通信講座「プロジェクトマネジメント入門」全2巻

講師経歴紹介
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今なぜPMOか？
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プロジェクト像が変化
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求められるのはプロジェクトの境界を越えた「ビジネス価値」
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なぜPMOが必要なのか

ビジネスをプロジェクトによりマネジメントしてい
る。

2027年までに世界中で約8800万人がプロジェクトマネジメントに携わるよう
になり、プロジェクト型の経済活動の価値は20兆ドルと予測  (PMI)

ビジネスは多様化する顧客のニーズに俊敏に対応するために、

スピードと柔軟性が求められている。

そのために、組織は…

 ITプロジェクトの大規模化・複雑化で、
たった1つのプロジェクトの失敗が経営を揺るがすことさえある。

 ビジネス戦略を迅速に実現する（Business Agility)アジャイル開発

では、ユーザーが主体的にプロジェクトをマネジメントする。
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PMOとは

7

PMOの定義

 PMBOK®ガイド第6版（2017）
PMO(Project Management Office)：「プロジェクトに関連したガバナンス･プロセ

スを標準化し、資源、方法論、ツールおよび技法の共有を促進するマネジメント
構造」
“PMOは、組織全体の責任を有することがある。また、戦略的提携を支援し、組織
の価値を実現する役割を果たすことができる。(中略)PMOは、組織のポートフォ

リオ、プログラム、およびプロジェクトと組織の業績評価システムとの間の橋渡
し役である”

 PMBOK®ガイド第7版（2021)
PMOに関する記述はさらに拡大され、付属文書X3に5ページにもわたり、PMO
の形態、PMOがもつべき特性、価値創造への進化など、ますますその存在価値
を高めるPMOについて詳細に紹介している。

    例抜粋
X 3. 3 PMOの主要な能力

実現能力および成果志向の能力の育成
「大局的」 視点の維持
継続的改善、知識の移転およびチェンジマネジメント
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なぜ今、PMOなのか？その効果と挑戦

8

時代と共にPMOの活動範囲は、より広範囲かつ経営に近くなっている
PMOの役割は、経営戦略目標を達成するために、
・事業の価値を高めること
・組織の強みに集中すること

を支援することである。

PMOのゴールは、価値を創出し、価値を提供することにある
（Create Value and Deliver Value) M.Nir、 The Agile PMO

だれに？
プロジェクトマネジャーに、
経営層に、
(社内・外）のプロジェクトに関わるすべてのステークホルダーに
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PMOの重要性が増大
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PMOの重要性が増大（２）
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PMOの形態・役割、期待
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PMOの組織型式
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PMO発展の視点とPMOのタイプ（PMBOK規定）

プログラム

マネジャー

プロジェクト

マネジャーA

プロジェクト

マネジャーB

プロジェクト

マネジャーC

PMO PMはPMOによって任命され
る

PMOのタイプはPMBOKで規
定

13
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PMOの役割の変遷

タイプ プロジェクトの管理作
業支援やレスキュー型
（Administrative
Support)

組織横断的
プロジェクト支援型
（Project Center of
Excellent)

プロジェクト監査型
（Governance/
Quality Assurance)

戦略的PMO型
（Corporate
Strategic
Alignment)

設置の
目的

・単体のプロジェクト
のプロジェクト管理資
料の作成支援
・プロジェクトへの直
接介入で問題プロジェ
クトをリカバリーする

複数のプロジェクトを横
断的に支援する

プロジェクトマネジメ
ント標準プロセスの徹
底と監査

ポートフォリオマ
ネジメント支援

主な
役割

・プロジェクト成果物
作成支援
･プロジェクト･マネ
ジャーの下で支援業務
・プロジェクトへの直
接介入で問題プロジェ
クトをリカバリーする

・プロジェクトマネジメ
ント標準手法の提供と徹
底
･様々なプロジェクト支
援機能
･プロジェクトへのコン
サルタント的支援

･プロジェクト･コント
ロールの主体的実践
・プロジェクト･マネ
ジャーに対しての強制
権限を持つ
･プロジェクトマネジ
メントのオーナーシッ
プを持つ

･企業のビジネス戦
略とプロジェクト
から生成される価
値（Benefit)の整
合性を図るポート
フォリオマネジメ
ントの役割
・資源の最適化を
図る

プロジェクト PMO
（Individual PMO）

部門/事業部 PMO
（Departmental PMO）

全社 PMO
（Corporate PMO)

14
Simple Guidelines for Project Level PMO by J. Jung
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PMOはどのような価値を提供するか
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PMOは、
・プロジェクトマネジメントのグッドプラクティスでプロジェクトが実行されることで、

プロジェクトが失敗するリスクを最小限とする

・企業の投資効果（ROI)の向上をめざし、プロジェクトマネジメントのグッドプラクティ
スや、プロジェクトレビューの質を継続的に改善する

・企業の過去のデータ、教訓を提供し、プロジェクトの適切な見積もり（スケジュール、
コスト）の算出を支援する

・企業のビジネス戦略に基づいてプログラムや、プロジェクトの優先度付けを行う
     (ポートフォリオマネジメント）

・プロジェクト間の資源（ヒト、モノ、カネ）の最適な配分を行う
   (ポートフォリオマネジメント）

・グローバル企業においては、全社的なプロジェクトの質を担保するために
グローバルなガイドライン、方針、手順、プロセス、ツールなどを提供する

・上層部からの支援とアクションと取り付ける

Simple Guidelines for Project Level PMO by J. Jung
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PMI日本支部調査に見るPMOの役割
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PMI日本支部調査に見るPMOの役割
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PMI日本支部調査に見るPMOの役割
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PMIが傘下に収めた

PMOグローバルアライア

ンス（PMOGA）とは

©PMIJ2025 19



１．PMOGAの現状
ブラジルで2015年に設立、PMOプロフェッショナルの世界最大のコミュニティになる。
９0カ国以上で20,000人の会員
資格認定、教育プログラム、 アワード、イベント等 PMOに関するボランティア活動実施
7.769 PMO-CP®（PMO認定プラクティショナー）
143 PMO-CC® (PMO認定コンサルタント)
地域別では
中東：34％（1位：サウジアラビア）
アメリカ大陸の 31% (1位 - ブラジル)
ヨーロッパ：19％（1位：スペイン）
アジア太平洋地域：14％（1位：インドネシア）
アフリカ：2％（1位：カメルーン）
PMO Global Alliance (pmoga.world)

©PMIJ2025 20

PMIが統合したPMOグローバルアライアンスとは

https://www.pmoga.world/


PMO-CP® (PMOヴァリューリング認定プラクティショナー）
PMO-CC® (PMOヴァリューリング認定コンサルタント) 
PMO-CE® (PMOヴァリューリング認定エグゼクティブ) 

資格認証

PMOトレンド会議
PMO世界会議
PMOグローバルハッカソン

イベント

表彰
PMOグローバルアワード
ローカルアワード

リソース
PMO ヴァリューリング 方法

PMOSPACE®

PMOJOBS®

PMO マスター クラス®

オンライン教育

学習

出版 物
PMOグローバルインサイト 本

PMO ヴァリューリング 本

研究
PMOグローバル調査
PMOケーススタディ

PMOグローバルアライアンスの活動

PMOバリューリング：PMOのベストプラクティスを基に作成された方法論で資格認証、ベンチマークツールがある。

©PMIJ2025 21



PMOグローバルアライアンスの活動とPMIでの継承
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PMOグローバルアライアンスのPMIでの継承内容

23

認定資格 → PMI-PMOCP（PMO認定プロ
フェッショナル）
コミュニティ → PMOGAオンラインコミュニ
ティプラットフォーム
イベント → PMOアンコンシリーズ
学習 → オンラインコースとマスターマインド
ツール → PMOプロフェッショナルのための
PMI Infinityプラットフォーム
ソートリーダーシップ → 「最も影響力のある
PMO」レポート
アワード → PMI PMOオブ・ザ・イヤー（世界
および地域）
イノベーション → PMOGAグローバル・ハッ
カソン
アウトリーチ → PMOGAリージョナルハブ
出版物 → PMI PMOプラクティスガイド
研究 → PMOバリューリングフレームワーク

©PMIJ2025



2025 年 2 月 4 日新しい PMI-PMOCP 認定の開始

・PMIの新しい出版物である「Project Management Offices： A Practice Guide）」
に基づいた包括的なプログラムを提供
・このガイドでは、革新的なPMOバリューリング フレームワークが紹介されてお
りPMOの専門家は、PMOを、顧客や組織のために測定可能で認知される価値を生
み出すことに焦点を当てた、顧客中心のパートナーへと変革することができます。
また、この資格はISOの認定を受けており、PMOの業務における品質と卓越性の基
準として世界的に認められています。
・ PMI-PMOCPは、2023年12月にPMOGA - PMO Global Allianceから取得した
PMO認定プラクティショナー（PMO-CP）資格の遺産を基に構築されています。
PMO-PMOCPは、将来を見据えたPMOとそのリーダーの需要に応えるために再設
計され、主要分野の専門知識を検証し、効果的で価値主導型のPMOを設計、導入、
運用、改善、指導できる専門家を育成します。
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PMOバリューリングマップ

25

1.組織の基本要素
2.PMOの構造的要素
3.PMOカスタマー・エクスペリエンス・サイクル
4.価値を生み出すPMOフライホイール
5.PMO顧客

©PMIJ2025



PMOバリューリングマップ

26

1.認知度向上： PMOの存在を確立し、その価値をステークホル
ダーや潜在的なPMO顧客に明確に伝える。
2.ニーズ調査： PMOの顧客ニーズを特定し、理解する。顧客の

ニーズを把握し、インパクトのあるサービスに優先順位をつける。
3.価値提案： PMO独自の価値とメリットを強調する明確なス
トーリーを定義する。
4.サービス設計： 組織の目標や顧客の期待に沿ったPMOサービ
スを作成する。
5.サービスオンボーディング：早期に戦力化できるよう、 構造

化されたオンボーディング・プロセスにより、サービスのスムー
ズな導入を促進する。
6.サービスの運用 ：一貫性、信頼性、品質の高いサービスの提
供を保証します。
7.サービスモニタリング： KPIとSLAを使用してパフォーマンス
を追跡し、目標との整合性を確認します。
8.サービスの改善： 継続的なサービスの向上、陳腐化したサー
ビスの廃止、適切なサービスの導入。
9.価値提供： PMO活動を測定可能な成果に変換し、組織の成功
を促進する。
10.価値の認識:： 成果を披露し、影響力を示し、PMOの戦略的

役割を強化する。

©PMIJ2025



PMOバリューリング（PMOGA時代のバリューリング）

©PMIJ2025 27

PMOが価値を生み出し、繁栄するためのステップバイス
テップで、90カ国の20,000人以上のPMOリーダーにより、
構築されたPMO構築の方法論。
PMO Value Ringはステークホルダー主導の方法論。
WEBツールデモシステムが用意されている。



PMO Value Ring の構築ステップ（PMOGA時代のバリューリング）

©PMIJ2025 28

０ セットアップ ： PMOプリファイル作成 PMOユーザー定義

１ 機能 ： PMOステークホルダーグループ、ステークホルダー定義と

ステークホルダーの期待の収集

２ バランス調整 ： PMOの機能の選択

３ プロセス ： プロセスフローの確立

４ KPIS ： 機能のゴール確立、機能ごとのKPI の選択、レビュー方法確立

５ TEAM ： PMOメンバー、レビューアー、評価者の選定 評価方法の決定

役割分担、メンバーごとのアクションプラン決定

６ 成熟度 ： 成熟度レベルの決定と成熟度測定方法の確立

７ ROI（収益率） ： シナリオのセットアップ、関連領域との整合性確認

８ パフォーマンス： PMO全体のパフォーマンスモニタリング、測定



The PMO Value Ring®の変更点 2023年3月構想

PMOはサービス・プロバイダーであるカスタマサービス
ポートフォリオ、プログラム、プロジェクトマネジメントを成功させることで、顧客のニーズ、期待、要件を満たし、最終的
にPMOの価値に対する説得力を生み出すためのPMOのアプローチと行動のことを指す。
PMO顧客サービス10原則
１．サービスデザイン：顧客中心で効果的なPMOサービスを創造する。

２．サービス・デリバリー：PMOの顧客のニーズと期待に応えるため、タイムリーで効率的なPMOサービスのデリバリーを確保する。

３．サービス・レベル・アグリーメント サービス提供における説明責任と品質を確保するために、明確で測定可能なサービスレベル合意書
（SLA）を定義する。

４．サービスカタログサービスの説明、役割と責任、SLAを含む、PMOサービスの包括的なカタログを作成する。

５．サービスデスク：サービス要求の受信と管理、サービス提供の追跡、およびタイムリーな問題解決のために、サービスデスクを設置する。

６．サービス改善：お客様からのフィードバックとステークホルダーのニーズの変化に基づき、PMOサービスを継続的に改善する。

７．サービスの測定 PMOサービスの有効性を測定し、継続的な改善を推進するための指標とKPIを確立します。

８．サービスの報告 サービスのパフォーマンスとデリバリーに関する定期的なレポートをPMOのお客様に提供し、透明性とアカウンタビリティ
を確保します。

９．サービス移行：サービスの円滑な移行と運用チームへの引継ぎを確実に行う。

１０．サービスガバナンス：サービス・デリバリーにおける組織基準や規制要件の遵守を確実にするためのガバナンス方針と手順を定義する。

AIを駆使したWebツール「PMOVR」の可能性
©PMIJ2025 29



PMOGA World Unconferenceで議論されたPMOの課題

２０２４年１２月に開催されたPMOGAの大会（PMO World Unconference)で議論さ
れた現在のPMOの課題

トピック１．PMOをビジネス価値を提供するための戦略的イネーブラーにする方法

トピック２．ポートフォリオの意思決定における利益の実現を確実にする方法

トピック３．経営幹部レベルにPMOの真の価値を明らかにする方法

トピック４．AIを活用したPMOを設計し、新しいテクノロジーを活用する方法

トピック５．PMOでビジネスの変革とイノベーションを実現する方法

トピック６．PMOを通じて組織の俊敏性を実現する方法
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PMOの好事例

PMI、PMOGAのアワード

に見る好事例の紹介

©PMIJ2025 31



2024PMIグローバルサミットでのアワード受賞者

32
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２０２３PMI PMO of the Year
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PMOグローバルアワード202４大賞のファイナリスト

34
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PMOグローバルアワード2024の審査過程

大陸内審査では、複数の組織が申請した国は、その国代表を決定する国内予選を行い
勝ち抜いた代表が世界大会のグループステージに参加し、準々決勝、準決勝を経て大
陸代表を決定する

日本の参加状況
2019年度より日本からもエントリー開始、2020年度以降はCOVID－19対応で残念ながら
日本からエントリーなし

35
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PMOグローバルアワード2024大賞 ブラジルSPC

SPC

コングロマリッド

データベースを活用し、データ管理と

インテリジェンスを通じビジネスを促進する

ソリューションを消費者と企業家に提供

リモートワーク、内務省支援、食事クーポン、健康支援プラン、生命保険等

1.SPCではエンタープライズPMOのフェーズでPMOが設置・展開され、ビ
ジョン、ミッション、戦略計画を定義し、 ポートフォリオ、プログラム、プ
ロジェクトマネジメントの実施を促進している。

２．組織全体の開発・改善、ポートフォリオ管理、BRM、組織の成熟度向上に
つながる仕組みづくりなど、全社レベルでのEPOの再設計等素晴らしい取り組
みである。

36
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SPC ePMOの発展過程

１．2015年PMOGAのPMOバリューリングを導入し、PMOへの期待、組織と役割を定義
２．2016年コーポレートPMOとしての位置づけを明確にし、適切な人材と必要なスキルを
確保
３．2017年戦略計画に積極的に関与し、PPM理論に基づく基準となるKPIを構築、組織・プ
ロジェクトマネジメントを徹底。
パフォーマンス測定とモニタリング： EPOへの成長に向けたKPIの設定プロセスは優れて
いる
４．2018年Business Canvas Model の導入
５．2019年循環マトリックス他の効率化のためのツールを 導入し、使いこなす
６．Covid-19対策の企業プランを推進 
７．オペレーションへのベネフィットマネジメントの指標を構築
８．2023年には新戦略プランへの挑戦を開始

９．世界的に評価の高い他国のベストプラクティスをベンチマークして比較し、その成熟度
を評価し、毎年着実に成熟度を深めている
10.地域社会への対応として、プロジェクトマネジメントに関する知見を発信するし、様々
な企業と知見を好感しているのは、他国にもない先進的な取り組みである
11.オペレーションへのベネフィットマネジメントの指標を構築
12.2023年には新戦略プランへの挑戦を開始
14.世界的に評価の高い他国のベストプラクティスをベンチマークして比較し、その成熟度
を評価し、毎年着実に成熟度を深めている
15.地域社会への対応として、プロジェクトマネジメントに関する知見を発信するし、様々
な企業と知見を好感しているのは、他国にもない先進的な取り組みである
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PMOグローバルアワード2023大賞 サウジアラビア SPL
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SPLはSaudi Post（サウジ郵政公社）と

して発展を遂げてきたが２０２１年４月
SPLに改名。
サウジビジョン２０３０に沿ったSPLの
変革戦略はサウジ王国中の支店を通じ世
界の大陸へのリンクセンターとなろうと
いうもの。Naqel Expressを買収し郵便

と物流サービスの融合というサービスの
多様化に取り組んでいる。（ドローン活
用、ロボット活用、物流工程自動化）
また民間及び公共門との提携による

電子政府プログラム、電子政府取引プロ
セス、アプリ開発・実装の促進の中心と
して取り組んでいる。



SPLの取り組み
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PMOが採用すべき成長プロセスは、わずか5年で達成されました。  
1. PMOのビジョンとミッションを定義し、組織と役割を定義した。
2. 適切な人材と必要なスキルを確保し、プロジェクトを制御するために、ツールを導入し、
ダッシュボードを装備して、KPIに基づくコントロールを実現している。
３．２０３０年ビジョンに呼応した、PMOの将来像を定めており、アジャイルPMOとして支援する、
チェンジマネジメントを支援する、新技術の受入れ、コンピテンシーの定義による人材育成の充実等
組織の戦略実現に向けて取り組みを発展させる計画を有している。
デジタル変革に対応できるように、アジャイルプロジェクトの準備など、理想的な成長プロセスを進
めていることは素晴らしい。さらなる成熟と発展が期待できる。



SPL ePMOの発展過程ー１
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1.２０１８年 ePMO設立

2.２０１９年 ePMO探索モード

①ステークホルダーの関心・期待確認

②直近の成熟度確認

③人材育成

④PMOチャーターの準備

⑤ePMOのプロセスとKPIの収集

3.２０２０年 ePMO種まきモード

①ePMOチャーターの拡充と役割の選択

②ePMOのプロセスとKPIの定義

③プロジェクトライフサイクルのコントロールとモニター

④SPLプロジェクトマネジャーの支援とノウハウ移転

⑤プロジェクトの追跡やモニタリングについてPMOへの

委任内容を明確にする



SPL ePMOの発展過程ー２

©PMIJ2025 41

4.２０２１年 ePMO成長発展モード
①副CEOセクターにePMOを位置づける
②プロジェクトのコントロールとセンターオブエクセレ
ンスとしてePMOの構造を発展させる 

③人々の変化の側面にフォーカスして組織変革の機能を
付加する

④交流を盛んにしSPLプロジェクトのより良いガバナン
スを推進する

⑤プロジェクトの財務管理ライフサイクルとキャッシュ
フローマネジメントの適切な関係を構築する

5.２０２２年 ePMO繁栄モード
①ePMOによるベネフィットマネジメント実施に向けプ
ログラムデリバリー機能を持つ

②プロジェクトデリバリーアプローチの多様化を図る
（ウオーターホール、アジャイル）

③ePMOシステムでePMOプロセスとデリバリーライフ

サイクルについてプロジェクトの性質に適合す意思決定
と自動化を有効化する
④プロジェクトのベネフィットリアライゼーション工程
を早めるため実行前のステージをマネジメントする

6.２０２３年 ePMO成長発展モード
価値実現システムコンポーネンツの完全統合

（プロダクトマネジメント、ポートフォリオ・
プログラム、プロジェクトマネジメント、

組織変革）



その他事例一覧

©PMIJ2025 42

中近東のPMOの好事例ードバイ市

中近東のPMOの好事例 ー カタール

第一ウクライナBANKの事例   

インド アマランジャ・エナジーアンドモビリティの事例

リビア ワハ石油会社 石油、ガスの事例



PMO GLOBAL AWARDSのWEBサイト
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https://www.pmoga.world/awards では

１．PMOのみならず各カテゴリーの受賞者の情報が閲覧できます

２．PMOGAユーチューブチャンネルで2023年PMOグローバルアワード授賞式を閲覧できますP．３．
３．３OGAユーチチャンネルで2022年PMOグローバルアワード授賞式を見る

３．PMOグローバルアワードナレッジベースを閲覧できます

2018年、2019年、2020年のPMOグローバルアワードエディションの候補者のビデオが閲覧できます

https://www.pmoga.world/awards


まとめ 日本と海外のPMOの位置づけの違い
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ＰＭＯ発展の視点

対象
とな
るス
コー
プ

個別プロジェクト

全社

事後対応

経営戦略との整合
/戦略策定支援

事前対応

リスクマネジメント
/ガバナンス

ツール管理

PM支援
（火消し）

標準化、教訓管理

人材育成・
コンピテンシー

PJやチームの横断的な
支援・調整（課題解決など）

タレントマネジメント

課題・リスクへの
対応タイミングプロジェクト状況の

可視化

事後対応⇒事前対応へ
個別PJ視点⇒全社視点へ

チェンジマネジメント

ステークホルダー
マネジメント

©PMIJ2025
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センター・オブ・エクセレンス（CoE）

センター・オブ・エクセレンスとは
・プロジェクトマネジメントの基準を維持し、組織内での活用を維持することを目的

・CoEのスタッフは、プロジェクト・マネジャーの相談役としてのサポートを求められるが、

プロジェクトの意思決定には直接関与することはない。特定のプロジェクトを管理するの

ではなく、プロジェクト・チームを側面から支援する役割を担う

・例えばアジャイルの方法論やスキルの普及、チームのコーチング、プロジェクト・スポンサ

ーやプロダクト・オーナーのメンタリング、アジャイルな考え方や哲学、能力を根付かせる

支援

・CoEのスタッフに求められる能力は

プロジェクトマネジメント、アジャイル等の知識

チェンジ・エージェントとしてのスキルー 組織の全階層に説得力のあるアドバイスする

コミュニケ―ション能力

マネジメント能力（戦略立案他）
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まとめー審査員を通じて感じる日本のPMOの課題

PMOの創設時期は変わりがありませんが、海外のPMOは採用すべき成長プロセスに
着実に従って成長していますが、日本では４のツール＝PMISの活用が出来ていない
ので、５の成熟度向上も進んでいません。また最初はシステム開発部門のPMOから
スタートしますが、６のエンタープライズPMO への転換も成功事例が少ないと感じ
ています。

1. 組織と役割を定義する。

2. 適切な人材と必要なスキルを確保する。

3.プロジェクト管理の仕組みを構築する。

4. 効率のためのツールを導入し、活用する。

5.ツールに蓄積された知見から学び、毎年成熟度を着実に向上させる。

6.エンタープライズPMOとして戦略部門の中核的な役割を担う。
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PMOGA以外のPMOグローバル

団体
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PMI日本支部PMO研究会, PWCによるPMO成熟度レポート

https://www.pmi.org/learning/thought-leadership/pmo-
maturity#
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PMO研究会 - PMO研究会 (pmi-japan.org)

PWCによるPMO成熟度レポートPMI日本支部PMO研究会

https://www.pmi.org/learning/thought-leadership/pmo-maturity
https://www.pmi.org/learning/thought-leadership/pmo-maturity
https://www.pmi-japan.org/pmosg/


日本PMO協会
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https://www.npmo.org/

日本PMO協会（NPMO）は、日本におけるプロジェクトマネジメントの普及と、その健全な普及を支
えるPMOの普及を目指して活動している。
会員制度、認定資格、研修セミナー、アワード、コンサルティングを行っている



PMOGA以外のPMOグローバル団体
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House of PMO
PMO Maturity - Latest News from the House of PMO (mailchi.mp)

PMO Global Institute
 PMO Global Institute

PMO  Strategies 
PMO Strategies – Bringing Project Management to the 
Strategy Table

https://mailchi.mp/houseofpmo/powerpmo-6197869?e=84f5bec279
https://pmoglobalinstitute.org/
https://pmostrategies.com/?utm_source=ActiveCampaign&utm_medium=email&utm_content=PMO%20Outlook%202022%20and%20Beyond&utm_campaign=144%3A%20PMO%20Outlook%20for%202022%20and%20Beyond
https://pmostrategies.com/?utm_source=ActiveCampaign&utm_medium=email&utm_content=PMO%20Outlook%202022%20and%20Beyond&utm_campaign=144%3A%20PMO%20Outlook%20for%202022%20and%20Beyond


Top Ten Trends in PMO 
for2025
HOUSE OF PMOレポート
Triskell（トリスケルPMOシス
テム）レポート
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PMO Trends for 2025
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PMO Trends for 2025
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PMIの2023年版「PMOの現状」レポートによると、PMOの72％が組織の戦略目標と直接連携してお
り、これは単なるプロジェクト実行部門ではなく、戦略パートナーとしての役割の高まりを反映してい
る。この変化は、プロジェクトをより広範な組織目標に結びつけることによって、ビジネス価値と長期
的成功を促進するPMOの重要性を強調している。
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PMO Trends for 2025

２．Agile and Hybrid Methodologies – PMOs as Continuous Improvers
私たちは、2025年までにハイブリッドデリバリーモデルが広く採用されると予測し
ています。これらのモデルは、アジャイルの柔軟性と伝統的なプロジェクトマネジ
メントの構造を組み合わせたもので、多様なプロジェクトの要件に合わせて、より
カスタマイズされたアプローチを可能にする。PMOは、このようなハイブリッド環
境を管理し、適応性と継続的改善の文化を醸成することに長けていなければならな
い。
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PMO Trends for 2025

３．Advanced-Data Analytics & Data Integration – PMOs driving automation
高度なデータ分析とデータ統合 - 自動化を推進するPMO

PMOの実務において、真に変革的なAIの統合はまだ目撃されていないが、我々はこのトレンドを追跡し
続け、2025年にはさらなる反復的な発展を期待している。
高度なデータ分析とAIをPMOプロセスに統合することは、長期的にはプロジェクトの監視・管理方法に
大きな影響を与えるだろう。予測分析がプロジェクト・パフォーマンスに対する深い洞察を提供し、潜
在的な問題を予見してリスク・エクスポージャーを低減するのに役立つことを期待している。AI主導の
ツールは、レポーティングを合理化し、ルーチン・タスクを自動化することで、より戦略的な焦点に時
間を割くことができるようになる。
PMOは、効率と意思決定を改善するために、AIと自動化を採用するようになってきている。
プロジェクト管理業務にAIを活用している組織では、プロジェクトのオーバーランが30％減少し、
リソース配分が大幅に改善されたという調査結果が出ています。また、データがヒューマンエラーを起
こしにくくなる！The PMO Squadの米国パートナーによる調査によると、PPMツールの50％しか活用さ
れていない。
PMOにおけるAIは、2025年までに大きく進化すると予想される。
高度なアナリティクスとAIは、プロジェクトのモニタリングと管理を一変させるだろう。予測分析によ
り、リスク管理とパフォーマンスの洞察が向上する。AIツールは定型業務を自動化し、レポーティング
を合理化する。AIが時間を解放することで、より戦略的な集中が可能になる
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PMO Trends for 2025

４．Sustainability and Social Responsibility – PMOs championing ESG
サステナビリティと社会的責任 - ESGを推進するPMO
サステナビリティと社会的責任は、グローバルなビジネスにとってますます重要になってきている。
PMOは、これらの価値をプロジェクトのフレームワークに組み込み、プロジェクトが確実に価値を提供し、
環境・社会ガバナンス（ESG）基準を遵守しなければならない。これには、より厳格なプロジェクト評価
プロセスや、パフォーマンス・レポートにサステナビリティ指標を含めることが必要になる。
組織特有のESG基準をプロジェクトデリバリーとガバナンスの実践に反映させる。
例えば、イニシアチブの優先順位付けやスコアリング、リスクマネジメントを活用する際に、ESG
プロジェクトアライメントをカテゴリーとして導入することが行われました。
PMOは、持続可能性と社会的責任をプロジェクトの枠組みに統合し、新たなスキルとガバナンスの
変更を必要とします。
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ＰＭＯ Trends for 2025

５．Change Management and Organisational Agility – PMOs leading change
チェンジマネジメントと組織のアジリティ - 変化をリードするPMO
チェンジマネジメントとPMOが連携することで、変革をより迅速に推進することができます。
組織がテクノロジーや市場環境の継続的な変化への対応を迫られる中、組織の回復力の構築を含め、変化を効
果的に管理する能力は今後も重要である。
PMOは、組織のアジリティを推進し、強固なチェンジマネジメントフレームワークを導入し、チームが新しい
状況に迅速に適応できるよう準備する上で、主導的な役割を果たすだろう。
PMOは、チームメンバーのスキルアップや、変化を受け入れサポートする文化の醸成に、従来よりもはるかに
深く関与するようになると考えています。
チェンジマネジメントを強力に実践している組織は、プロジェクトの成功において同業他社を3.5倍上回る可能
性がある。チェンジマネジメントのフレームワークを統合することで、PMOはプロジェクトの成功率を40％向
上させる。PMOを組織のアジリティとレジリエンスの触媒として位置づける。 絶え間ない技術革新と市場シ
フトにより、チェンジマネジメントは極めて重要になる。
PMOは、組織のアジリティ推進をリードする。迅速な適応には、強固なチェンジマネジメントフレームワーク
が不可欠。
PMOは、変化への対応力を高めるためにチームのスキルアップに注力する。
変化を受け入れる文化を醸成することが、将来の成功の鍵となる。
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PMO Trends for 2025

【まとめ―PMOの未来への備え】
情報過多を行動に変える データをただ吸収するだけでなく、有意義な変革を推進し、十分な情報に基づいた意思決定を行うた
めに活用しましょう。学習の主導権を握り、洞察力を積極的に活用することで、効果性と影響力を高めることができます。以
下は、2025年に向けて私たちが推奨する3つの重要な提言です。
１．ハイブリッド手法を採用する： 多様なプロジェクトのニーズに対応し、デリバリー・モデルの柔軟性を確保するために、
アジャイル・ベースと従来のプロジェクト管理手法を組み合わせる。
２．AIと自動化を活用する： データ分析、レポーティング、反復タスクの自動化にAI主導のツールを活用し、効率を高めて戦
略的優先事項に集中する。
３．継続的な学習の育成： ESGの統合、イノベーション、ガバナンスなどの新たなトレンドについて定期的にチームをスキル
アップし、進化するビジネス需要に先手を打つ。
まとめると、2025年のPMOは、レジリエンス(回復力）と適応性を構築し、戦略的スキルセットでリードすることを位置づけ
られ、期待されている。
変化のペースが2025年のPMOに課題をもたらすと言う人もいるかもしれないが、私たちが明らかにしたトレンドを取り入れる
ことで、PMOはその価値を高め、組織のポジティブな成果の大幅な改善を推進できると考える。
アジャイルなマインドセットと継続的な改善へのコミットメントがあれば、既知の課題を成長と成功の機会に変えることがで
きる。
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2024年PMOのトレンドーTriskell（トリスケルPMOシステム）レポート
１．戦略的資産としてのPMO
PMOは、もはやプロジェクトやプログラムの単なる規制機関ではなく、企業の基本的なビジネス資産となりビジネス環
境の進化とプロジェクトや製品の複雑化等、PMOの目標を再定義し、戦略の策定と実行における重要な要素となる必要
がある。
２．プロジェクトではなく製品に焦点を当てる
多くの組織は、価値提供へのアプローチをプロジェクトから製品へとシフトしています。この進化は、変化する市場の需
要への対応を表すだけでなく、イニシアチブの計画、実行、評価の方法のパラダイムが求められます。
３. ビジネス変革のリード
多くの企業が2024年を変革の年と捉えています。そして、PMOは、ビジネス変革の統合プセスにおける積極的なリー
ダーとしての地位を確立し、この新しいダイナミクスで決定的な役割を果たすべきです。
4. プロジェクトと製品の指標をビジネス目標に結びつける
最初のトレンドで述べたように、PMOは、組織のプロジェクトおよび製品ポートフォリオの計画と管理において、ます
ます戦略的な役割を果たすようになっています。成功とは、もはや期限や予算を守ることではなく、各イニシアチブが組
織の全体的なミッションとビジョンに直接貢献するようにすることです。
5. AIと自動化技術の力
AIや自動化などの新しいテクノロジーは、PMOが戦略的な意思決定を行い、管理プロセスを最適化する方法を再定義し
ています。大量のデータをリアルタイムで分析する機能により、PMOは各イニシアチブのパフォーマンスを完全に可視
化し、直感や主観的な評価だけに頼るのではなく、データに基づいて情報に基づいた意思決定を行うことができます。
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2024年PMOのトレンドーTriskellレポート
6. リソースの割り当てを超える
PMOは、効率的なリソース管理のための明確なプロセスにもはや焦点を当てるだけではなくビジネス環境の変化す
る要求に適応できる非常に有能なチームを開発および維持するための責任も負う必要があります。
7. PMOエコシステムを確立して、すべてのPPMプロセスの全体像を把握する
プロジェクトはもはや孤立したものではなく、相互接続されています。したがって、効果的な管理はもはや個々の
プロジェクトに限定されるものではなく、プロジェクト、プログラム、ポートフォリオ全体に拡張する必要があり
ます。そのためには財務シナリオ分析のアクションを実行する必要があります。
8.データのカスタマイズ
データのカスタマイズは、単なるレポート作成にとどまりません。これは、組織のさまざまなニーズに合わせて情
報を調整し、プロジェクトマネージャー、チーム、およびエグゼクティブが特定の役割に関連するデータにアクセ
スできるようにするためダッシュボードの活用が不可欠です。
9. ハイブリッドでアジャイルなポートフォリオ管理を採用する
すべてのプロジェクトを同じ方法で管理できるわけではありません。柔軟性は、プロジェクトや製品の計画実行を
それぞれの性質に応じて最適化するための鍵となっています。そのためこの刻々と変化するビジネス環境に対応す
るために、アジャイル手法を採用するPMOが増えています。
10. PPMソリューションを採用して、すべてのPMOプロセスを効率化する
そして最後に、これらすべてのトレンドを実践し、プロジェクト管理オフィスの運用効率を高めるためにはPPMソ
フトウェアを実装する必要があります。これらのプラットフォームは、運用効率を向上させるだけでなく、リアル
タイムデータに基づいて意思決定を行うPMOの能力も強化します。
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これからのPMOの課題
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これまでのPMO人材の課題

・いい人を集めるには、求める人材像が明確でなく、役割・責任がはっきりしてい
ない。結果必要なスキル、能力を持った人材が登用されていない。
・ PMOの人材育成について、キャリアパスにPMOが位置づけられておらず、社内
ローテーションが確立していない。
・PMO部門に回ってくるのが現場でトップレベルの人ではなく、病気明けの人材が
いったん休憩するための組織となっていることが多かった。
・PMOへのキャリア採用を行って即戦力強化を図った組織もあるが、現場の仕事を
知らないので意思疎通が難しく、リスク管理等ポジションが固定してしまった組織
もある。
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求められるPMOの人材

• 経営視点とプロジェクトの成功のギャップ解消

• 経営層への適切なレポート、現場との橋渡し

①組織戦略を理解し、プロジェクトマネジメントに反映できる人材

• クラウド、アジャイル、サイバー、AI、モバイル、ソーシャル、DevOps、
ブロックチェーン、グローバル・・・

②環境変化に適応し自組織の活動に反映できる人材

• 組織はＩＴを戦略実現の有効手段として期待

• 戦略、ビジネス、ＩＴを一体化して、イノベーション（事業）を起こせる
（提案できる）人材

③イノベーションを起こせる人材
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スピード感を持ったPM人材育成必須
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PMOに求められる人材像
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DX推進に向けPMOが育成すべき人材像
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PMOの定着の課題 (1)

官僚主義への抵抗
あらゆる成果物一式を強要する。
(手段と目的が取り違えられる)

⇒ 段階的導入やプロジェクトの規模で必要なドキュメントに絞り込む

生産性の疑問：経済的な効果として表れない
⇒ データの蓄積と分析による定点観測

裏づけとなる数字(真の利益の金額)を持って、
プロジェクト・オフィスの価値を納得してもらう

既存の機能部署との調整
⇒ 抵抗勢力への対応

プロジェクトマネジメントは組織の中で何らかの形で実行されていて、
少しの調整や支援やトレーニングで補うことで十分であるかもしれない
既存部署からPMOへ機能移行の明確なロードマップと正当性の定義が必要

対
策
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プロジェクト中心の管理への意識革命
従来のピラミッド型の階層組織の意識からの脱却がなかなか出来ない

⇒ プロジェクトマネジメントに対する社内教育
会社全体に組織改革の必要性、方向性、意義の情報の共有化

PMOを支える人材不足
経験豊かなプロジェクト･マネジャーが不足
(監視役）と捉えられるPMOの役をやりたがらない

⇒ プロジェクトマネジャーの育成プラン
キャリアパスの明確化と報酬制度の定義

経営層やユーザーのPMOに対する期待と幻想
PMOは全てのトラブル･プロジェクトの救世主になれるという期待

⇒ PMOの機能･役割・導入へのロードマップ、効果目標と現状の モ
ニタリング

結果を公開し、情報の共有を図る

PMOの定着の課題(2)
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PMOとCMMI

70
「開発のためのCMMI® 1.3 版」より構成
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まとめ PMOの役割例
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高業績PMOの上位の活動

次のようなものが挙げられている：

1.リソース、ツール、方法論、テクニックの共有の促進

2.ポリシー、手順、テンプレートの一貫した使用を可能にする

3.戦略的作業／進捗（エスカレーション、リスク、利益）のコミュニケーション

4.プロジェクト関連ガバナンスプロセスの標準化

5.戦略目標との整合

6.ダッシュボード/スコアカードの導入/管理

7.十分なプロセスと実践規律の確立

8.機能部門（財務、人事、IT）との連携

9.上級管理職への助言/サポート

出典： PMソリューションズ報告書
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政府もPMO強化事例

政府は2022年6月に重点計画を改定し、各府省庁のPMOとPJMOに関して、体
制の充実や権限の強化などを進めるとした。もちろんPMOやPJMOが整
備され、十分に機能しなければ、ガバメントクラウドをはじめとした共通
基盤やクラウドサービスの活用は理想通りに進まない。

73

（日経コンピュータ 2022/8/18）

政府も内製化に向けてPMOを強化

具体例の一つとして

システムの標準化等やオンライン化は、目標時期が設定されており、かつ、関
係部門は多岐にわたることから、全体の進捗管理が鍵となる。そのため、DX推
進担当部門には、いわゆるPMOの役割を担うことも期待される。

（総務省「自治体DX全体手順書【第2.1版】」2023/１/20）

※総務省「自治体DX全体手順書」とは『デジタル・ガバメント実行計画』の各施策のうち自治体が重点的に取り組
むべき事項や国の支援策等を取りまとめ、自治体がDXを推進するに当たって想定される一連の手順を示すも
の。 ©PMIJ2025



ご清聴ありがとうございました。
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